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国 際 会 長 主 題 「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

スローガン   「命の川を信じよう」 

アジア太平洋地域会長主題 「変化をもたらそう」 

スローガン   「奮い立たせよう」   

 東 日 本 区 理 事 主 題 「変化をたのしもう！」 

 スローガン   「助け合い、分かち合い」 

強調月間 キックオフ  Change!2022                     2020.7.1 発行 第 1 号 
 

理事メッセージ 

東日本区理事 板村 哲也（東京武蔵野多摩） 
 

きわめて Challenging な年が始まりました。理事として、1 年間皆さ

まと共に東日本区の運営を行ってまいります。どうぞよろしくお願い致

します。 
新型コロナウイルスは私たちに、ごく当たり前で、日ごろは余り気にし

ない数々のことを強く思い出させました。 
一つは環境の変化への適応です。環境の変化に適応しないと、即ち自分

が変化しないと淘汰され、衰退、滅亡するという厳しい現実です。それは

生物も人間も組織も同じで、歴史を見れば明らかなことです。ワイズも例外ではありません。変化

を迫られています。 
 もう一つは、苦しむのは一部の人たちではなく、社会の全員であり、全員がお互いに助け合い、

分かち合っていかねば生きていけないということです。顔を合わせることが出来ない中でどのよ

うにして仲間と、そして社会と絆を保っていくかが求められます。また、勤労奉仕型の貢献・社会

活動ができない今こそ経済的な助け合い、分かち合いがより求められます。 
ワイズはまたコロナ禍で見失ってはいけない大きな問題を抱えています。20 年後の東日本区は

どうなっているでしょうか。 
1997 年に 1246 人だった会員が 22 年後の 2019 年 7 月に 849 名となりました。32%減少しまし

た。単純計算でこの減少率を今後の 20 年にあてはめると、20 年後は 603 名となります。また別

の計算では、会員の平均年齢は今 65.3 才ですが、新入会員がなくこれから 20 年たてば平均年齢

は 85.3 才で、その間の物故者が年間 10 名として 200 名減。20 年後は平均年齢 85 才の会員 650
名の組織となります。その時東日本区はどうなるでしょうか。 

会員減少という事象に潜む膨大な量の本質的な問題点が指摘されています。これらの問題は一

朝一夕に解決できるものではありません。また多様な要素を持つ Y’s では、解決策も一つではあり

ません。しかし Y’s メンバーひとりひとりが問題に真摯に向き合い、それぞれで地道な努力をして

行かねばならないと考えます。ひとりひとりの変化が、

また各クラブの変化が総和となってワイズ全体が変化、

進化していくと信じます。 
 今私たちは、この環境を乗り越えるということと、会

員増強という二つの難題に取り組んでいかねばなりま

せん。行動する前にできないと思ってしまうと、思った

瞬間で全ておしまいになってしまい、何も生じません。

チャレンジしかありません。やってみれば何か新たなも

の、進化したものが生まれてくると信じます。ポジティ

ブ思考で危機を乗り越えて行きましょう。 

 



 

 

★強調月間 

Change!2022 の強調月間です。 

Change!2022 推進委員会委員長 栗本 治郎（熱海） 

 2022 年 を ゴ ー ル と す る 中 期 会 員 増 強 運 動 の

『 Change!2022 』 が 2 年 目 に 入 り ま し た 。 今 月 は 、

Change!2022 の強調月間です。知人・友人を例会に誘っ

てみて下さい。 

ワイズメンズクラブ国際協会が設立されてから 100 年目とな

る 2022 年末までに、東日本区の会員数を東日本区がスタ

ートした 1997 年時の会員数 1246 名まで会員増強を図ろう

というプロジェクトです。一昨年、このプロジェクトのスタート

に当たりアンケートを行い、2022 年末の各クラブの目標会

員数を出して頂きました。その合計は、1129 名でした。更に、

各部で新クラブを数クラブ設立することが出来れば、目標と

する 1246 名は十分に可能な数字です。 

１年目は、前半は好スタートをきりましたが、後半になりコロ

ナ禍の影響もあり失速してしまい、残念な結果になり委員長

として力不足を痛感しております。 

 ワイズの抱える課題である高齢化、知名度の低さが勧誘

の難しさになっていることは明らかです。どのクラブも思いは

同 じ だ と 思 い ま す 。 こ れ ら の 課 題 を 踏 ま え 昨 年 、

『Change!2022 アクションプラン』を提唱いたしました。会員

増強の環境を整えることが必要との考えから、外向きの広報

として、各クラブに Facebook の立上げをお願いし、現在約

30 クラブで FB が立ち上がりました。が、この利用状況がか

んばしくないようです。宝の持ち腐れにならないように、是非、

積極的な活用を御願い致します。 

 現状は、コロナ禍のなかワイズの活動が難しくなっておりま

すが、多くのクラブで Zoom 等のツールを活用してのオンラ

イン例会や役員会が開かれるようになりました。年齢層の高

いワイズではありますが、意外にも抵抗なく使われているよう

に感じます。そこで、Zoom や FB、QR コードをうまく活用す

ることでワイズの仲間を増やすことができないか！これらを

活用しワイズを知って頂き、まずはワイズの協力者・理解者

を増やすことが出来ないか！ 

・Zoom で知人に例会を覗いてもらう！ 

・FB やホームページでワイズを知ってもらう！ 

・QR コード（クラブの FB、HP、ワイズの紹介文）を、名刺、

クラブパンフレットやイベント・奉仕事業のチラシに掲載しワ

イズの活動を知ってもらう！ 

これらの積み重ねが会員増強に繋がるのではないでしょう

か。 

会員増強を他人事としないで、会員増強の意識を一人ひと

りが強く持って 2022 年に 1246 名の目標を達成しましょう！ 

★メーリングリストについて 

今期は 7 月 1 日より以下のメーリングリストを運用し

ています。ご利用ください。 

構成者 メールアドレス 

常任役員 jyounin@ys-east.or.jp 

区役員 officer-je@ys-east.or.jp 

役員会参加メンバー member-yakuinkai@ys-east.or.jp

部長 dg-higashinihon@ys-east.or.jp 

会長 kaicho@ys-east.or.jp 

北海道部 部長・部役員・会長 dist-hokka@ys-east.or.jp 

北東部 部長・部役員・会長 dist-hoku@ys-east.or.jp 

関東東部 部長・部役員・会長 dist-kanto@ys-east.or.jp 

東新部 部長・部役員・会長 dist-toushin@ys-east.or.jp 

あずさ部 部長・部役員・会長 dist-azusa@ys-east.or.jp 

湘南・沖縄部 部長・部役員・会長  dist-shounan@ys-east.or.jp 

富士山部 部長・部役員・会長 dist-fujisan@ys-east.or.jp 

地域奉仕・YMCA サービス事業委員会 syusa-cs@ys-east.or.jp 

会員増強事業委員会 syusa-emc@ys-east.or.jp 

国際・交流事業委員会 syusa-internat@ys-east.or.jp

ユース事業委員会 syusa-youth@ys-east.or.jp 

ワイズメネット事業委員会 syusa-menette@ys-east.or.jp

文献・組織検討委員会 doc@ys-east.or.jp 

Change!2022 推進委員会 emc@ys-east.or.jp 

事業主任 jigyosyunin@ys-east.or.jp 

LT 委員会 lt@ys-east.or.jp 

次期役員会メンバー n-yakuin@ys-east.or.jp 

前期役員会メンバー p-yakuin@ys-east.or.jp 

東日本大震災支援対策本部 shinsai@ys-east.or.jp 

★半年報提出のお願い（重要） 

前期半年報提出用紙（2020-21 年度）に 7 月 1 日現在の

会員数と異動報告を記入して、7 月 10 日までに所属部

長に fax またはメールでご連絡ください。用紙は 3 月に

お送りした「会長必携クラブ運営ファイル」に入ってい

ます。区ホームページからもダウンロードできます。 

各部長はこれらを集計して、伊藤会員増強事業主任まで

報告をお願いします。不明な点は、東日本区事務所にお

問い合わせください。 

 

★ハンドブック・ロースター配布 

各クラブのご協力でロースターが完成しました。各クラ

ブには 7 月中～下旬に届く予定です。 

訂正箇所がありましたら、東日本区事務所か渡辺副書記

までご連絡ください。 



 

 

★第 1 回常任役員会報告        小山 久恵 

6 月 26 日（金）18 時 30 分より今期 1 回目の常任役員

会が Zoom を用いて開かれました。オブザーバーを加え

て 11 名が参加し、第 1 回役員会提出議案の確認、協議

事項について話し合いました。第 2 回常任役員会は 7 月

29 日（水）Zoom で開催予定です。 

 

★７月の主な予定 

 10 日 前期半年報提出（クラブ会長→部長） 

 11 日 第 1 回東日本区役員会 

15 日 前期半年報提出（部長→伊藤会員増強事業主任） 

 18 日 （仮）千葉ウエストワイズメンズクラブ設立総会 

 

★新しい社会(New Normal)との共生を目指して 

東日本区担当主事 光永 尚生 

本来であれば、7 月は理事交代期として、私が所属す

る富士山部では、毎週のように、各クラブの例会に参加

して、各地のメンバーとの交流が活発に行われる時期で

す。毎年、この時期には、遠方の例会まで行くことで、

わくわくしておりました。おそらく、各地の皆様にも

DBC や IBC、そして合同例会などではこのような感覚

がおありではないでしょうか。 

新型コロナウイルスの影響や、今後の感染拡大の再発

を考えると、確かに何もできなくなるようにも思います

し、無理は決してできません。そのうえで、私たちには、

「はなれていてもつながっている」という、新しい社会

に向かう途中での経験値が積み上げられつつあります。

New Normal という現実は、おそらくは、避けて通れな

いことですので、積極的に受け入れていくことで、私た

ち自身の変容が期待できるという前向きな考えもある

かと存じます。ポジティブネットのある豊かな社会とは、

「変化に適応できる社会」と言い換えることになるのか

もしれません。私たちの、新しい生き方は、変化を楽し

み、ワイズライフと YMCA 活動の新しい地平を望むよ

うな生き方であればと願っています。 

 

★理事通信についてのお知らせ 

理事通信はワイズドットコムにて配信します。また、東

日本区ホームページにも載せます。毎月 1 日に配信しま

す。 

クラブ周年記念例会など、アピールしたい行事がある場

合は理事通信で広報いたします。毎月 20 日までに渡辺

副書記までお知らせください。 

 

★東日本区事務所より 

今年度から小林隆（沼津）が所長となります。 

事務所の業務時間は、月・水・金・の 13～18 時です。 

Tel : 03-5367-6652  (Fax 兼用) 

E-mail : yseast2010@gmail.com 

 

★第 24 期理事の就任式 

2020 年 6 月 29 日（月）19：00～19：30、YMCA 同盟

会館 JRM 会議室（2F）にて、理事就任式・引継ぎ式を

執り行いました。 

参加者は、山田敏明区理事、板村哲也新理事、小山久恵

新書記、司会は利根川恵子元東日本区理事、司式は藤井

寛敏元国際会長。 

式の様子は Zoom を通じて東西日本区のメンバーへ配

信されました。また、式の動画は今後たくさんのメンバ

ーにも共有してい

ただける様、編集し

SNS や DVD など

にて配信・配布予定

です。 

 

★東日本区公式 Zoom アカウント開設 

今期より東日本区公式 Zoom アカウントを開設

いたしました。クラブ例会や、各種委員会等でご

利用ください。ご使用の際は東日本区事務所までお問い

合わせください。詳細は追ってご案内いたします。 

 

★第 24 回東日本区大会のご案内 

2021 年 6 月 12～13 日、第 24 回東日本区大会が甲府

（湯村温泉郷 常盤ホテル）にて行われます。 

1 年先ですが、

今からスケジ

ュールに入れ

て下さるよう

お願い致しま

す。 
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